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会議録 

■ 会 議 名 倉敷市子ども・子育て支援審議会（令和４年度第１回） 

■ 日 時 令和４年７月１９日（火）１４：００〜１５：３０ 

■ 場 所 倉敷市市役所 １０階大会議室 

■ 出 席 者 

○出席委員（１６人） 

池田委員、大江委員、岡本委員、尾跡委員、木戸委員、佐藤委員、竹内委

員、田﨑委員、林委員、藤原委員、松井委員、道久委員、森永委員、守屋

委員、横溝委員、吉田委員 

※欠席：石原委員、下宮委員、薬師寺委員、渡邉委員 

○事務局 

保健福祉局：藤原局長 

子ども未来部：野田部長、兼田参事（子ども相談センター所長） 

子ども相談センター：赤木所長代理 

保育・幼稚園課：岡野課長、鎌田主幹 

保育・幼稚園支援室：内田室長 

福祉援護課：小野副参事（福祉援護課長）、渡邊主幹 

障がい福祉課：山田課長代理 

健康づくり課：平田主幹 

学校教育部：笠原部長 

学事課：倉本課長、山下学事主任 

指導課：石岡課長 

子育て支援課：別府課長、火口課長代理、鷲田主任、山本主任、尾川副主

任、土家主事、梶谷、楠本 

■ 傍 聴 者 傍聴者１人 

■ 次 第 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 委員自己紹介 

４ 会長及び副会長選出 

５ 報告 

６ 議事 

（１）「くらしき子ども未来プラン後期計画 令和４年度中間見直し」（素

案）について 

（２）「くらしき子ども未来プラン後期計画 実施計画２０２２」につい

て 

７ 閉会 
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１ 開会 

 

事務局： お待たせいたしております。定刻がまいりました。まだお見えになられていない委

員の方もおられるようですが、ただいまから、倉敷市子ども・子育て支援審議会を開

催させていただきます。 

 本日はお足元の悪い中、またお忙しい中、当審議会にご参加いただきまして誠にあ

りがとうございます。 

 私は、事務局で司会進行を務めます、子育て支援課の火口と申します。本日はどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 本日の審議会は、事前にお渡ししております次第にしたがって進めてまいりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 まず開会に先立ちまして、審議会の公開について、お諮りいたします。本審議会は、

前任期中、審議を「公開」としておりました。今任期もそれを踏襲する形で「公開」

とさせていただきたいと考えておりますが、皆様、よろしいでしょうか。 

 

－ 一同了承 － 

 

 ご異議がないようですので、報道関係者の方、傍聴者の方に入場していただくとい

うことでよろしくお願いいたします。 

 本日は傍聴者１名に来ていただいております。 

 それでは、開会にあたりまして、保健福祉局長の藤原から一言ご挨拶申し上げます。 

 

藤原局長： 皆さん、こんにちは。保健福祉局の藤原でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 本日はお忙しい中、令和４年度第１回倉敷市子ども・子育て支援審議会にご出席い

ただきありがとうございます。また、皆様方におかれましては、平素から、本市の児

童福祉行政の推進にあたりまして、ご理解とご協力を賜っておりますこと、重ねて感

謝申し上げます。ありがとうございます。 

 最近、またコロナの方が増えてきまして、倉敷でも先週１日の発生が２００件を２

ヶ月ぶりに超えてしまいまして、１，０００人以上の方が自宅療養という状況になっ

ております。皆様方におかれましても、基本的な感染症対策に併せてワクチン接種の

３回目、４回目を検討していただきたいと思います。 

 さて、この審議会は、平成２４年８月に、子ども・子育て支援法をはじめとする「子

ども・子育て関連３法」が成立したことに伴い、児童福祉、子ども・子育てに関する

施策を調査審議する機関としまして、平成２５年４月に新たに設置したものでござい

ます。 

 なお、この「くらしき子ども未来プラン後期計画」について、本年度が見直しの年

度となっておりますので、今回見直しのたたき台となる素案をお示しさせていただい

ております。 

 今後も引き続き、「子育てするなら倉敷でと言われるまち」を目指し、さらなる施策

の推進を図っていくことで、新時代に相応しい倉敷市となるよう、頑張ってまいりた

いと考えておりますので、引き続き、皆様方のご支援、ご協力をよろしくお願いいた

しまして、開会の挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願いいたしま
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す。 

 

２ 委嘱状交付 

 

事務局： 続きまして、委員の委嘱状を交付させていただきます。引き続き、着座のままで進

めさせていただきます。 

 本日お集まりいただいております委員の皆様方は、倉敷市子ども・子育て支援審議

会条例第３条第２項の規定により、本市の子ども・子育て支援審議会の委員として、

委嘱・任命をさせていただいております。なお、委嘱状は、保健福祉局長の藤原から、

委員の皆様一人ひとりに直接手渡しで交付させていただくのが本来ではございますが、

感染症予防の観点から、大変恐縮ではございますが事前に皆様の席に置かせていただ

き、交付に代えさせていただきますので、ご了承いただきますようよろしくお願いい

たします。 

 それでは委員の皆様のお名前を五十音順に読み上げさせていただきます。 

 池田眞知子様、石原抄子様、まだ来られていないようです。大江克宜様、岡本梢恵

様、尾跡ちひろ様、木戸啓子様、佐藤大介様、竹内照様、田﨑裕美子様、林知佐子様、

藤原薫子様、松井祥子様、道久理恵様、森永博子様、守屋恭子様、横溝信幸様、吉田

久様。 

 また、本日ご欠席の連絡をいただいております、下宮好恵様、薬師寺真様、渡邉亮

太様が委員となっております。以上をもちまして、委嘱状の交付を終わります。 

 次に本日の出席者でございますが、委員２０名中、１６名の方にご出席いただいて

おります。過半数に達しておりますことから、倉敷市子ども・子育て支援審議会条例

の第５条第２項の規定により、本会議は成立しておりますことをご報告いたします。 

 ここで皆様にお願いがございます。本会議では、議事録の作成もあり、皆様方にマ

イクをお渡ししてご発言をいただくこととしておりますが、感染症対策のため、発言

時もマスクは着用したままで、お願いいたします。お渡しするマイクは、その都度、

アルコール消毒を行ってお渡しさせていただきます。また、二酸化炭素濃度測定器を

設置しており、室内の二酸化炭素濃度が高くなりますと、警告音が鳴る場合がありま

す。その際には室内の換気を行いますので、少し暑くなるかもわかりませんが、ご協

力をいただきますようお願いいたします。 

 

３ 委員自己紹介 

 

事務局： 本日の審議会は１回目の会合ですので、ここで委員の皆様に自己紹介をお願いいた

します。マイクをお持ちいたしますので、池田委員さんから順に、着席のままで結構

ですので、その場でお願いいたします。 

 

委 員： 座ったままで失礼いたします。名簿の１番上にあります、倉敷市総合福祉事業団所

属の池田と申します。現在、倉敷児童館に勤めております。任期としては前々回と続

いてなのですが、まだまだ勉強させていただきたいと思いながら臨んでおります。よ

ろしくお願いします。 

 

委 員： お世話になります。玉島で主任福祉児童員を１２年間４期、この１２月で終わりま

す。この審議会の審議員は初めてですので、勉強させてもらえたらと思います。大江
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克宜です。どうぞよろしくお願いします。 

 

委 員： 座ったまま失礼いたします。岡本梢恵です。何もわからないままここに座っている

ので、またよろしくお願いいたします。 

 

委 員： 座ったまま失礼いたします。尾跡ちひろと申します。以前、４年前に私立幼稚園の

会長をさせていただいた際にこちらに来させていただきました。今回２回目というこ

とで、市民公募委員として応募させていただきました。私自身３人の子どもを育てて

いる最中です。色々なことをこちらで勉強させていただいたので、今回もこちらで学

ばせていただけたらと思っています。皆さんどうぞよろしくお願いいたします。 

 

委 員： 失礼いたします。木戸啓子と申します。普段は倉敷市立短期大学で保育者の養成を

しております。この会で出てきたものを、これから保育者になる学生たちにも返して

あげたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

委 員： 失礼いたします。倉敷市立幼稚園・こども園ＰＴＡ連絡協議会より参りました佐藤

と申します。本職のほうはくらしき作陽大学の教員をしておりまして、木戸先生と同

じように保育者の養成等にも携わっております。本日はよろしくお願いします。 

 

委 員： 倉敷商工会議所女性会から参りました竹内と申します。今回から初めての参加なの

で何もわかりませんが、教えていただきながら進めさせていただこうと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 

委 員： 田﨑と申します。転勤族で結婚して８年で、４つの県を周ってきました。やっと倉

敷市に落ち着いて、小学生の子どもを２人育てております。何もわかりませんが、勉

強させていただこうと思っています。どうかよろしくお願いします。 

 

委 員： 失礼いたします。林知佐子と申します。倉敷市保育協議会から参りました。今の所

属は水島保育園で勤務しております。倉敷市保育協議会というのは民間の保育所、公

立の保育所・こども園が一緒になって研究したり研修を受けたりしながら保育の資質

を高めている協議会です。今日のことも色々活かしながら、より資質の向上に活かし

ていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

委 員： 倉敷市議会の保健福祉委員会と言いまして、福祉や子育てのこと、こちらを所管し

ている委員からこちらに参っております、藤原薫子と申します。この委員は２期目に

なりますが、市民の皆様からの関心が大変高い審議会と聞いております。本日、多分

野の方の叡智と知恵を結集して、真に子育てしやすい倉敷市への政策につなげていけ

たらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

委 員： 失礼いたします。倉敷市私立幼稚園協会から参りました松井祥子と申します。普段

はみのり幼稚園の園長をしております。子どもたちのために一生懸命２期目を務めさ

せていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

委 員： 失礼いたします。倉敷市母親クラブ連絡協議会より参りました道久理恵です。私は
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児島児童館のほうで役員をさせていただいております。子育て真っ最中で３人の子ど

もを育てております。特に仕事はしておりません。前任の方のようにはいかないかも

しれませんが、一生懸命務めさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

委 員： 失礼いたします。倉敷市愛育委員会連合会のほうから参りました森永と申します。

倉敷連合会としましては、５地区あるのですが、私は玉島の愛育委員会から出させて

いただいております。また、玉島の中でも１番北にあります穂井田地区という地域か

らの参加ですが、こんなところからも出させていただいて身が縮まる思いがしており

ます。愛育委員とは乳幼児から高齢者までの支援ということですので、大切な子育て

支援ということで勉強させていただこうと思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

委 員： 失礼いたします。倉敷市公立幼稚園・こども園長会から参りました守屋恭子と申し

ます。所属は倉敷市立玉島幼稚園で勤務４年目となっております。この会には初めて

参加させていただきますので、色々と勉強させていただけたらと思っております。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

委 員： こんにちは。連合岡山西部地域協議会、また倉敷地域連絡会のほうで議長をしてお

ります横溝と申します。前期途中からの任期でやらせていただいているのですが、今

回が初めての出席ですのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 

委 員： 失礼いたします。倉敷市民間保育所協議会から来ております、吉田と申します。所

属の団体が変わるなどしておりますが、この会では長く委員を務めさせていただいて

おります。また、民間保育所協議会の副会長を仰せつかっております。普段はくらし

きマチナカ乳児保育園という３０人程度の認可保育園の園長をしております。任期の

間、よろしくお願いいたします。 

 

事務局： ありがとうございました。続きまして、事務局の自己紹介をさせていただきます。 

 

事務局： 失礼いたします。保健福祉局の藤原でございます。よろしくお願いいたします。 

 

事務局： 失礼いたします。子ども未来部長の野田と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

事務局： 失礼いたします。子ども未来部参事兼子ども相談センター所長を務めさせていただ

いております、兼田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局： 失礼いたします。学校教育部長の笠原と申します。よろしくお願いいたします。 

 

事務局： 社会福祉部の小野と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局： この審議会の事務局についてでございますが、子育て支援課の職員で対応をさせて

いただきます。また、本日は関係各課の職員も併せて同席をさせていただいておりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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４ 会長及び副会長選出 

 

事務局： 次第の４、会長、及び副会長の選出をお願いいたします。審議会条例の第４条第１

項の規定により、会長及び副会長は委員の互選によって決定することとなっておりま

すが、慣例により、会長は学識経験者の委員の方から、副会長には市議会選出の委員

の方にお願いしております。今回も同様の取り扱いとして、皆様のご意見、ご推薦等

をいただきたいと思っておりますが、いかがでしょうか。 

 

委 員： 失礼いたします。会長の件なのですが、前回まで木戸委員にお願いしてお引き受け

いただいておりましたので、引き続きお願いできたらと思いますが、皆さんいかがで

しょうか。 

 

（賛同の拍手） 

 

事務局： 会長は木戸委員ということでご提案をいただきました。また、副会長につきまして

は、前回と同様ということになりますと、市議会議員で選出された方ということにな

りますので、藤原委員になりますが、このお２人でお願いしてもよろしいでしょうか。 

 

（賛同の拍手） 

 

事務局： それでは、ご賛同いただけたということで、会長に木戸委員、副会長に藤原委員で

お願いいたします。お手数なのですが、前の席に移動をお願いいたします。 

木戸会長、藤原副会長に一言ずつ、就任のご挨拶をいただけたらと思います。木戸会

長からよろしくお願いいたします。 

 

会 長： 会長をさせていただきます、倉敷市立短期大学の木戸と申します。倉敷市の子ども

の子育てに関わる重要な審議会での会長ということで身が引き締まる思いです。 

 こども家庭庁の設置も決まって、これから子どもや子育てに関する政策もまた変化

しつつあると思っています。この審議会の委員の皆様は日頃、様々な立場でご活躍さ

れている方々だと存じ上げております。どうぞそれぞれの立場でご関心のこと、ご興

味のこと、ざっくばらんに発言いただければと思います。倉敷市で育つ子どもたちや

子どもが関わる地域社会のためにどうぞ力をください。よろしくお願いいたします。 

 

副会長： 副会長の役を務めさせていただきます、市議会議員の藤原薫子と申します。先ほど

自己紹介でもありましたとおり、２人の子どもを育てながらの議員活動が１５年にな

ります。先ほど、田﨑委員もおっしゃったように、どの親御さんも必死で子育てをし

ておられて、そのサポートをしていくのが行政の役割でしょうし、おそらく民間のお

力もお借りしながら、本当に子どもの輝く倉敷を目指して、この審議会の中でも取り

組んでいきたいと思いますので、どうぞ力を貸してください。よろしくお願いいたし

ます。 

 

事務局： ありがとうございました。 
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５ 報告 

 

事務局： それでは、次第の「５ 報告」になりますが、その前に配付資料について、確認を

させていただきます。まず、次第、【資料１】委員名簿、【資料３】「くらしき子ども未

来プラン後期計画 実施計画２０２２」は、事前に送付させていただいておりました。

また、当日資料として、【別紙】「子ども・子育て支援審議会の概要」、【資料２】「くら

しき子ども未来プラン後期計画 令和４年度中間見直し素案」、【参考資料】「主要事業

の量の見込みと確保方策 グラフ」を本日お手元に配付しております。併せて、【資料

３】「くらしき子ども未来プラン後期計画 実施計画２０２２」の訂正部分の抜粋（Ａ

３）を１枚配布しております。訂正の部分につきましては、後ほど内容の確認等お願

いできればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、「くらしき子ども未来プラン 後期計画」の冊子はこの度、新たに委員に就任

いただいた方のみにお配りしています。その他の方で、冊子が必要な方は申し付けく

ださい。よろしいでしょうか。 

 それでは、改めまして、次第の「５ 報告」について、事務局から「子ども・子育

て支援審議会の概要」の説明をいたします。お手元の「【別紙】「子ども・子育て支援

審議会の概要」」をご覧いただきながら、お話を聞いていただけたらと思います。 

 まず１ページ目の下側の資料をご覧ください。皆様方の審議会の役割は主に３つご

ざいます。１つ目は「子ども・子育て支援法に基づく地方版子ども・子育て会議」、２

つ目は「審議を行う附属機関」、３つ目は「児童福祉法に基づく児童福祉審議会」でご

ざいます。 

 まず、①子ども・子育て支援法に基づく地方版子ども・子育て会議についてご説明

いたします。２ページ目をご覧ください。国においては有識者、地方公共団体、事業

主代表・労働者代表、子育て当事者、子育て支援当事者等が子育て支援の政策プロセ

ス等に参画・関与することができる仕組みとして平成２５年４月に子ども・子育て会

議を設置しております。この子ども・子育て会議の地方版ということで、市町村、都

道府県においても子ども・子育て会議を設置するよう努めていくということで、まず

は地方版子ども・子育て会議の役割を担っていただくことになります。 

 子ども・子育て会議は、子ども・子育て支援法７７条に規定する「審議会その他の

合議制の機関」で、役割としましては、教育・保育施設や地域型保育事業の利用定員

を定める際や、市町村計画、都道府県計画を策定・変更する際は、この会議の意見を

聴かなければならない、とされております。 

 また、子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推進に関し必要な事

項及び当該施策の実施状況について、調査審議するとされています。 

 さらに、地域の子ども及び子育て家庭の実情を踏まえて実施されることを担保して

いく、特に児童福祉、幼児教育、双方の観点を持った方々の参画が必要ということで、

本日、皆様がそれぞれの立ち位置でご参加いただいております。最後に、継続的に点

検・評価・見直しを行っていく、これは実施計画をお示しして、それを見直す作業が

これにあたります。 

 続きまして、３ページ目をご覧ください。②認定こども園法に基づく審議を行う附

属機関です。就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法

律第２５条において、幼保連携型認定こども園に関する審議会その他の合議制の機関

を置くものとされております。その中では幼保連携型認定こども園の設置等の認可を

はじめとして、そのほか改善勧告や改善命令、認可の取り消し等の調査審議を行うと



 8 

されております。 

 次に、③児童福祉法に基づく児童福祉審議会ですが、保育所の認可への意見、地域

型保育事業の認可への意見となります。地域型保育事業ですが、新制度が始まりまし

て、これまで保育は、保育園か、認定こども園か、あるいは認可外保育施設かという

仕組みだったのですが、それに加えて地域型保育が創設され、本市としては小規模保

育、事業所内保育の認可に当たって、皆様の意見をいただくことになります。 

 倉敷子ども未来プラン（後期計画）の冊子において、倉敷市子ども・子育て支援審

議会条例及び、倉敷市子ども・子育て支援審議会運営要綱を冊子に掲載しています。

この審議会の役割等の詳細につきましては、そちらに規定されておりますので、ご覧

いただければと思います。 

 事務局からは報告について終了させていただきます。 

 

６ 議事 

（１）「くらしき子ども未来プラン後期計画 令和４年度中間見直し」（素案）について 

 

事務局： 次の議事の６に入りますが、ここからの進行につきましては、木戸会長にお願いし

たいと思います。木戸会長、よろしくお願いいたします。 

 

会 長： どうぞよろしくお願いいたします。それでは、次第の「６ 議事」に入ります。議

事の１番目、「くらしき子ども未来プラン後期計画 令和４年度中間見直し」について、

事務局から説明をお願いします。 

 

事務局： 説明をさせていただきます。 

 それでは、くらしき子ども未来プラン後期計画の中間見直しについてご説明いたし

ます。 

この審議会の運営に関し必要な事項を定めた「倉敷市子ども・子育て支援審議会運営

要綱」第２条第３項第３号の規定により、子ども・子育て支援事業計画の変更にあた

り、皆様のご意見を伺うこととなっており、今回、議事にあげておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

 ご持参をお願いしました、倉敷市子ども・子育て支援事業計画「くらしき子ども未

来プラン（後期計画）」をご用意ください。子ども未来プランは、子ども・子育て支援

法の規定によりまして、子ども・子育て支援における量の見込みと確保方策、すなわ

ち需要と供給の計画を含めて、子どもに関する施策を束ねて、「くらしき子ども未来プ

ラン（後期計画）」として、令和２年２月に策定したものです。 

 需要と供給の部分については、一定の要件によりまして、令和４年度に必要な見直

しを行うとされており、今般、素案ができましたので、本日、皆様にご審議をいただ

くものです。 

 今後、説明の都合上、この冊子を「プラン」と呼び、資料２のくらしき子ども未来

プラン・令和４年度中間見直し素案を「素案」と呼ばせていただきます。 

 それでは、「素案」の表紙の裏面をご覧ください。 

第二期倉敷市子ども子育て支援事業計画中間見直しの経緯についてご説明をいたしま

す。重要な部分ですので、このまま朗読させていただきます。 

 子ども・子育て支援法第６１条では、市町村に子ども・子育て支援事業計画の策定

を義務付けております。 
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 この事業計画は、市町村における教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提

供体制の整備並びに子ども・子育て支援給付及び地域子ども・子育て支援事業の円滑

な実施を確保することを目的に、令和２年度から５年間の「量の見込み」と「確保方

策」を定めているものです。 

 そのため、本市では、「第二期倉敷市子ども・子育て支援事業計画」を含め、本市に

おける子ども・子育ての施策をまとめた「くらしき子ども未来プラン（後期計画）」を、

令和２年２月に策定しております。 

 この事業計画を実効性のあるものとするため、国においては、「子ども・子育て支援

事業計画の達成状況の点検及び評価」を求め、その中で「支給認定区分ごとの人数が、

当該認定区分に係る量の見込みと大きく乖離している場合には、適切な基盤整備を行

うため、計画の見直しが必要となる。このため、市町村は、支給認定の状況を踏まえ、

計画期間の中間年（令和４年度）を目安として、必要な場合には、市町村子ども・子

育て支援事業計画の見直しを行うこと。都道府県においても、市町村子ども・子育て

支援事業計画の見直し状況等を踏まえ、必要な場合には、都道府県子ども・子育て支

援事業計画の見直しを行うこと。なお、この場合において見直し後の子ども・子育て

支援事業計画の期間は、当初の計画期間とすること。」としています。これらのことを

踏まえ、本市におきましても見直しを行うものです。 

それでは、プランの表紙から２枚目の目次をご覧ください。 

 今回の見直しは、需要と供給の部分のみとなっており、第１章「計画の策定にあた

って」、第２章「基本理念」、第３章の２「柱／施策領域別の課題」、第４章「子ども・

子育ての施策」、第６章「計画の推進のために」については、見直しはございません。

見直し部分としましては、第３章の１「子ども・子育ての概況」、第５章「今後５か年

の主要事業の「量の見込み」と「確保方策」」となっております。プランの７ページを

ご覧ください。また、合わせて素案の１ページをご覧ください。プランおよび素案の

変更点は、赤字および黄色の網掛けで表記をしております。（１）の子どもの数ですが、

倉敷市の人口動向は、プラン策定時に比べ、人口の減少がゆるやかになっております

し、推計値もそのような傾向とみております。一方で、０歳から１１歳人口について

は、プランでは約１５％の減少見込みであったものが、素案では約１７％の減少と、

減少傾向が拡大するものと見込んでおります。 

 次に、素案の２ページ、（２）の合計特殊出生率ですが、素案には、平成３０年から

令和２年の数値を追加しております。素案の３ページから３０ページまでは、プラン

の３９ページから６６ページの第５章について、先ほどご説明しましたとおり、それ

ぞれの推計に基づき、「量の見込み」と「確保方策」の見直しを行っております。 

 時間の都合上、個々の説明は省略させていただきますが、今回の見直しについては、

多くの事業で修正を行っておりまして、プランと素案の数値を見比べていただくより

も、皆様がよりわかりやすくなるよう、参考資料として、それぞれの表ごとにグラフ

を作成しておりますので、こちらでの説明に代えさせていただきます。 

 それでは、参考資料の１ページ及び２ページをご覧ください。このグラフでは、素

案の１３ページから１６ページの倉敷区域、水島区域、児島区域、玉島区域のそれぞ

れの特定教育・保育施設の量の見込みと確保方策のうち、２号・３号認定児を対象と

し、当初の計画や実績を踏まえた見直しとしてお示ししています。まずは、倉敷区域

をご覧ください。凡例にお示ししておりますが、グラフの白四角が当初見込み量で、

それに対し黒四角が当初確保方策です。基本的に見込み量が確保方策を下回っており

ましたので、待機児童は発生しない計画となります。それに対して白丸が実績量及び
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推計量です。当初確保方策を上回っている年度もありますので、人口推計を考慮しな

がら、見直し確保方策としたものが黒丸です。このことにより、必要とされる保育需

要に対応し、令和６年度末での待機児童ゼロを目指すものです。以下、同様に、素案

の１３ページから３０ページまでの表ごとにグラフを作成しております。 

 なお、素案の１７ページ及び１８ページの地域子ども・子育て支援事業のうち、利

用者支援事業については、１８ページをご覧ください。この表はグラフ化できる数値

でないため、参考資料のグラフには掲載しておりません。この利用者支援事業のうち、

基本型につきましては、今年度から新たに倉敷区域で一か所実施する予定としており

ます。 

 次に、素案の１９ページの地域子育て支援拠点事業ですが、こちらは、参考資料の

３ページ及び４ページをご覧ください。各区域に共通することですが、令和２年度及

び３年度の利用者数が減少しております。これは新型コロナウイルス感染症の影響と

思われます。今後、この影響が緩和されたとした場合においても、利用者数が元の水

準に回復するまで数年を要するため、推計量を修正しております。次に、参考資料の

５ページ、妊婦一般健康診査ですが、実績量及び推計量としましては、当初見込量同

様に右肩下がりになっております。 

 次に６ページのこんにちは赤ちゃん訪問事業・養育支援訪問事業ですが、こんにち

は赤ちゃん訪問事業の令和２年度の訪問件数が急増しております。これは、令和２年

３月の１か月間、新型コロナウイルス感染症拡大を防止するために、訪問を一時休止

し、令和２年３月訪問分を、令和２年度に入ってから訪問したことが要因です。この

理由を勘案すると、先ほどの妊婦一般健康診査同様に実績量及び推計量としましては、

右肩下がりになっております。また、養育支援訪問事業につきましては、当初見込み

量と実績量および推計量は大きな違いはなく、ほぼ横ばいとなっております。 

 次に７ページの子育て支援短期利用事業と夜間養護事業ですが、子育て支援短期利

用事業 ショートステイにつきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点

で受け入れを中止した期間があるため、令和２年度・３年度の利用者数が減少してお

ります。この事情を考慮すると、推計量は増加傾向となっております。また、夜間養

護事業 トワイライトステイについてはほぼ推計どおりに推移しております。このた

め、当初確保方策と見直し確保方策が同数であるため、黒四角と黒丸が重なっており

ます。このことは、８ページのファミリー・サポート・センター事業でも同様となっ

ております。 

 次に９ページ及び１０ページの幼稚園の預かり保育、保育所の一時保育等ですが、

公立幼稚園における預かり保育の実施園の拡大や私立幼稚園での受け入れ数の拡大の

効果でもありますが、全区域において、確保が可能な状況になっております。 

 次に１１ページ及び１２ページの延長保育事業ですが、概ね横ばいとなっておりま

す。 

 次に１３ページ及び１４ページの病児・病後児保育事業ですが、令和２年度の利用

者数の減少が顕著でありますが、その後、概ね微増となっております。 

 次に１５ページから１８ページの放課後児童クラブですが、各区域や低学年、高学

年の区分によって、実績量や推計量が異なっておりますものの、全体としては、必要

な量が確保できるよう見直しを行っております。特に倉敷区域、水島区域、玉島区域

においては上方傾向となっております。 

 最後に１９ページの認定こども園特別支援児保育事業ですが、実績量および推計量

は上方傾向となっております。ご説明は以上でございます。 
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会 長： ただいま、事務局から説明がありましたが、これについて、ご意見、ご要望などご

発言をお願いします。なお、ご発言に際しては、会議録を作成する関係上、お名前を

おっしゃっていただいてから、ご発言ください。 

 

委 員： 今日初めて参加させていただいたので、この質問がトンチンカンなのかわからない

のですが、疑問に思ったことを発言させていただきます。 

 資料を見させていただいたのですが、真備や船穂は対象から外れている事業なので

しょうか。それとも、倉敷とかどこかの地域に入っているのでしょうか。 

 

事務局： 玉島区域に基本的に入っております。 

 

委 員： そうなのですか。失礼いたしました。 

 

会 長： ご発言ありがとうございます。他に何かございませんでしょうか。 

 

副会長： 副会長でありながら質問させていただきたいのですが、２点あります。地域子育て

支援拠点事業は令和２年、３年とぐっと利用者が減っているというところなのですが、

緊急事態宣言発令中は閉所していました。閉じている期間を含めての数でしょうか、

それとも開所している時の利用者の割合でしょうか。 

 

事務局： 閉所中の期間も含めての利用者数です。 

 

副会長： 緊急事態宣言発令中の期間については、地域子育て支援拠点は閉所されていたとい

うことですね。 

 それでは、あともう１つ、妊婦一般健康診査も右肩下がりであるとのことですが、

このグラフの縦の目盛りがずいぶんと細かいので大きく下がっているように見えるの

ですが、これに対する方策が見えてこないのですが、何かありましたら教えてくださ

い。 

 

事務局： 座ったままで失礼いたします。減少数なのですが、平成２９年から令和２年の減少

数の平均で、それを見込んでの数となっています。 

 方策としては、こちらでは子育て世代包括支援センターを各支所に設置しておりま

すので、妊娠期から子育て期まで切れ目ない支援ということで、妊婦さんから子育て

期のお母さんが安心して子育てできるように、そういった気持ちを持っていただける

ように相談を充実していきたいと考えております。 

 

副会長： ありがとうございます。私見ですが、令和２年、令和３年、令和４年もそうですが、

今出産されている方はコロナの最中に、コロナの対策をされている中でご出産されて

いる方です。どれだけの覚悟を持って、どれだけの決断をしながら、そしてその後の

苦労もしながら子育てをしているかを考えると、そういった期間にご出産、あるいは

育児をしていらっしゃる方への何かしらのサポートがあっても良いのかなと実際に感

じております。出産時にも、立ち会いが難しく出産されているという妊婦さんもたく

さんいらっしゃいましたし、ご苦労も鑑みながら倉敷市のサポートがあれば良いなと
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いう私の要望でありますが、意見として述べさせていただきます。 

 

会 長： その他に、ご意見はございますか。 

 

（２）「くらしき子ども未来プラン後期計画 実施計画２０２２」について 

 

会 長： それでは議事の２番目、「くらしき子ども未来プラン後期計画」実施計画２０２２に

ついて、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局： 引き続き、ご説明をさせていただきます。議事の２番目、「くらしき子ども未来プラ

ン後期計画 実施計画２０２２」についてご説明いたします。この審議会の運営に関

し必要な事項を定めた「倉敷市子ども・子育て支援審議会運営要綱」第２条第３項第

４号の規定により、子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推進及び

当該施策の実施状況の点検及び評価にあたり、ご意見を伺うものでございます。お手

元に、【資料３】「くらしき子ども未来プラン後期計画 実施計画２０２２」をご用意

ください。この実施計画をご覧いただくのが、初めての委員の方もいらっしゃいます

ので、実施計画につきましてご説明いたします。この実施計画は、「くらしき子ども未

来プラン後期計画」を実りのある成果とするために、市の取り組みである「単位施策」

に基づく具体的な事業をとりまとめたものでございます。１ページをご覧ください。

「１ 実施計画の策定にあたって」、「２ 実施計画シート・事業一覧」、「３ 評価指

標一覧（目標値と実績値）」、「４ 主要事業の「量と見込み」と「確保方策」」の４部

構成となっております。１の「実施計画の策定にあたって」には、計画策定の趣旨、

計画の期間・性格等をまとめています。なお、（２）の計画の期間については、４か年

を計画期間とし、また、倉敷市第七次総合計画実施計画との整合を図った内容として

おります。２ページをご覧ください。２の「実施計画シート」は、各「単位施策」（市

の取り組み）を一覧にまとめたものです。本実施計画は、「子ども」、「子育て」、「地域」

の３つの視点を柱に、それぞれ４つずつ、合計１２の「施策領域」を設けております。

さらに１２の「施策領域」には、合計３９の「単位施策」がございます。３ページを

ご覧ください。３の「評価指標一覧」及び４の「主要事業の「量の見込み」と「確保

方策」」ですが、これらについては、令和３年度の実績が揃い次第、作成いたしますの

で、次回の審議会にお示しすることになります。４ページをご覧ください。「くらしき

子ども未来プラン後期計画「実施計画２０２２」事業一覧」ですが、先ほどご説明し

ました、「２ 実施計画シート」の３９の各単位施策に基づく具体的な事業を一覧にま

とめたものがこちらになります。この一覧は「くらしき子ども未来プラン後期計画」

で定めたすべての事業のローリングを行い、令和４年度予算を反映したものでござい

ます。なお、予算の欄において、数値が入っておらずハイフン（－）で表示されてい

るものにつきましては、予算措置を伴わない事業であったり、隔年で発生するもので

あったりする場合などでございます。 

 それでは、昨年度の「実施計画２０２１」からの変更点についてご説明いたします。

赤字部分が変更した箇所でございます。なお、字句の整理のみの修正については、説

明を省略させていただきます。また、表の中どころに「再掲」の欄がございます。こ

の欄は、事業の性質が複数の単位施策に該当するため、項目として挙げているもので

す。こちらも説明が重複しますので、省略させていただきます。また、この実施計画

に掲載している事業のうち、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、
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昨年度および今年度やむなく中止をした事業がございますが、いずれの事業も事業実

施の意思はありましたので、事業の位置づけとしましては、どの年度も「継続」の表

記としておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、４ページの上から２番目、子ども相談センターの「児童虐待防止事業」

からご説明いたします。当日資料としてお配りいたしました、Ａ３の「訂正資料」と

あわせてご覧ください。「訂正資料」でいいますと、１番上です。概要欄におきまして、

関係機関を対象にした「ヤングケアラー」等について研修会を行うことを追記してお

ります。続きまして、６ページをご覧ください。上から１番目の、同じく子ども相談

センターの「子ども電話相談事業」です。こちらも同様に「訂正資料」をあわせてご

覧ください。「訂正資料」でいいますと、上から３番目になります。令和４年度から、

相談内容にヤングケアラーの支援につながるよう項目を見直すことを追記しておりま

す。「訂正資料」につきましては、以上２つの事業についてでございます。他は再掲と

なりますので省略させていただきます。 

 それでは、８ページをご覧ください。下から２番目、保健課の「予防接種事業」で

すが、改定されている予防接種法に合わせて、ロタウイルス感染症を追記したもので

す。１２ページをご覧ください。上から５番目、教育施設課の「幼稚園園舎耐震化事

業」ですが、ほとんどの園での耐震工事が完了し、一部の小規模園についての今後の

方針を検討する必要があるため、令和３年度に引き続き「検討」となっております。

下から２番目、教育施設課の「学校園施設安全対策・防災機能強化事業」ですが、学

校園の屋上防水・外壁改修を行うもので令和４年度新規でございます。１３ページを

ご覧ください。上から２番目、指導課の「中学年における「確かな学力」向上支援事

業」ですが、国の施策として実施する３５人学級の取り組みに基づき、今後の事業の

在り方を検討する必要があるため、令和５年度以降検討としております。下から２番

目、学事課の「非常勤講師等単市加配事業」ですが、高等学校の教科指導充実の取り

組みにつきましてはこれまでも実施しており、追記したものです。併せて、令和４年

度の予算額についても、高等学校での取り組みも含んだ予算額としております。１４

ページをご覧ください。上から５番目、指導課の「スクールカウンセラー等派遣事業」

ですが、対象となる小学校数を１増としたため、修正をしております。その３つ下、

教育ＩＣＴ推進課の「情報教育推進事業」ですが、事業目的を明確化した表現に修正

しております。また、所管課の名称が今年度変更され、「教育ＩＣＴ推進課」に変更と

なっておりますので、修正しております。その下、指導課の「基礎・基本定着事業」

ですが、昨年度までは「基礎・基本定着モデル事業」として実施したものです。モデ

ル事業としてやり方を確立し、一定の成果が得られたため、今年度からは「基礎・基

本定着事業」として事業を実施することとしたため事業名等を修正しております。そ

の２つ下、教育ＩＣＴ推進課の「教育用コンピュータ整備事業」ですが、文部科学省

の「ＧＩＧＡスクール構想の実現」に沿って通信ネットワークと児童生徒 1人 1台端

末の活用が図れるよう、ＩＣＴ環境を整備する事業を含んでおりましたが、令和４年

度以降は、それらを活用する事業について、新規事業として振り分けたため令和４年

度縮小とし、その下の「ＧＩＧＡスクール構想に対応したパソコン等整備事業」を令

和４年度新規としております。１５ページをご覧ください。上から４番目から７番目

教育施設課の「市立精思・玉島高等学校統合事業」、「箭田小学校上屋付プール建設事

業」、「学校トイレ洋式化改修・学校照明ＬＥＤ化事業」、「中学校特別教室エアコン設

置事業」でございますが、いずれも令和４年度新規でございます。下から２番目、生

涯学習課の「いきいきパスポート事業」ですが、７月～８月の平日についても利用可
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能であるため、追記しております。１６ページをご覧ください。上から３番目、生涯

学習課の「自然の家ＰＦＩ施設整備運営事業」ですが、自然の家は令和４年度からＰ

ＦＩ手法を用いた事業形態でリニューアルオープンしており、令和４年度拡大でござ

います。１７ページをご覧ください。上から６番目、教育企画総務課の「小学校１年

生読書推進事業」ですが、令和２年度から４年度までの３か年の事業期間でありまし

たが、令和５年度以降も継続としていたため、完了に訂正しております。１８ページ

をご覧ください。１番上、子育て支援課・市立短期大学の「児童センター・児童館運

営事業、地域子育て支援拠点事業、子育てカレッジ事業（市短）、子育て広場開設事業」

のうち、「地域子育て支援拠点事業」ですが、令和４年度に地域子育て支援拠点を倉敷

区域におきまして１か所増設する予定としておりますので、令和４年度拡大でござい

ます。１９ページをご覧ください。下から５番目、生涯学習課の「「生きる力」支援事

業」ですが、３５ページの下から２番目にあります「不登校を考える保護者の集い」

と統合し、不登校を体験した子どもを持つ保護者などの懇談会として開催する「親の

集い」についても、「生きる力」支援事業の中で併せて実施することとしたため、概要

を修正しております。２０ページをご覧ください。上から６番目、男女共同参画課の

「男女共同参画推進事業」ですが、セミナー等の名称が変更となったため、概要を修

正しております。その２つ下、男女共同参画課の「高梁川流域配偶者暴力相談支援事

業」ですが、事業内容を見直し、デートＤＶに関する研修会等に講師を派遣すること

としたため、修正しております。その２つ下、男女共同参画課の「高梁川流域女性活

躍推進事業」ですが、事業目的を明確化した表現に修正しております。２１ページを

ご覧ください。下から３番目、健康づくり課の「親子クラブ活動支援事業」ですが、

会員数の変動を見ながら今後の事業の進め方を検討することとしておりますが、事業

自体を縮小するものではありませんので、令和３年度以降も「継続」に修正しており

ます。２４ページをご覧ください。１番上、子育て支援課の「利用者支援事業」です

が、令和４年度に倉敷区域で１か所開設の予定であり、新規となっております。２５

ページをご覧ください。下から３番目、子育て支援課の「自立支援教育訓練給付金事

業」ですが、給付金額が拡充されたため、令和４年度「拡大」となっております。２

６ページをご覧ください。下から３番目、健康づくり課の「特定不妊治療助成事業」

ですが、不妊治療が保険適用となったことにより事業が終了となりますが、令和４年

度については経過措置の期間として実施するため、「縮小」、令和５年度以降は「完了」

に修正をしております。２８ページをご覧ください。上から４番目、子育て支援課の

「特別児童扶養手当」ですが、手当月額が改定されたことにより、金額を修正してお

ります。３１ページをご覧ください。上から４番目、企画経営室の「大学連携講座推

進事業」ですが、連携先の施設数を１０か所に修正しております。３５ページをご覧

ください。上から２番目、総務課、教育企画総務課の「平和啓発事業」ですが、新型

コロナウイルス感染症の影響を受け、「広島平和のバス」の実施が困難となったため、

実施形態を変更して「平和のつどい」を実施するものです。その２つ下、生涯学習課

の「二十歳の集い記念事業」ですが、従来実施していた「成人式」に代わって「二十

歳の集い記念式典」を開催することとなったため、事業名とともに修正をしておりま

す。４つ下、労働政策課の「高梁川流域働き方改革啓発事業」ですが、昨年度から実

施している「若者の活躍支援」の研修会について、追記しております。その１つ下、

指導課（教育センター）の「ふれあい教室事業」ですが、事業目的を明確化した表現

に修正しております。１番下、指導課（教育センター）の「不登校がテーマの座談会」

ですが、目的に沿った事業名に修正しております。 
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 ご説明は以上でございます 

 

会 長： ありがとうございました。多くの事業についてご説明いただきました。ただ今、事

務局から説明がありましたが、これについて、ご意見、ご要望などがあれば、ご発言

をお願いします。 

 

委 員： これについては、ここに書かれていないものでも、何か子どもたちのためにという

ことで、提案をしたりなど、こういう事業もできるという話題も問題はないのでしょ

うか。それとも、ここに書かれている数字等について意見を述べればよいのでしょう

か。 

 

会 長： まずはこちらに関連する内容についてご質問いただいてよろしいでしょうか。 

 

委 員： わかりました。まず、資料なのですが、予算額が書かれていますが、令和３年度の

決算額が書かれていません。予算内で動いておられるとは思いますが、決算として残

額がどれくらいなのかというところから令和４年度の予算がある程度見られるのかな

と思いますので、今年度の資料としてその点が見られなかったので、そこが検討でき

なかったのかなと思います。 

 

事務局： 次の審議会におきまして、実績が出揃い次第、ご報告させていただきますので、次

の機会によろしくお願いいたします。 

 

委 員： 次に、具体的にどこというわけではないのですが、幼稚園の立場で言わせていただ

きますと、学校施設課のほうで様々な改修等を進められると１５ページに記載されて

います。中学校で特別教室エアコンの設置事業がある中、これまでも幼稚園の立場と

して幼稚園の通常教室へのエアコン設置を様々なところから声を挙げてきているとこ

ろだと思いますが、その点についてご検討いただきたいです。 

 また、先ほどの中間見直しに関わりますが、預かり保育または保育施設等が増えて

くることによって、待機児童がかなり解消されてきているという話はあるのですが、

玉島幼稚園の方がおられる中で言うのもなんですが、やはり玉島幼稚園のようにかな

り駐車場のある預かり保育の施設は人気があり、預かり保育があっても駐車場が無い

施設は人気がありません。そういう点もプランとして早急にご対応いただきたいと思

います。 

 次に、幼児教育・保育の無償化によりまして、やはり幼稚園の利用者が減って保育

園の利用者が増えていく、これについては致し方ないかなと思いますが、そういった

時に学童保育の利用者もかなり増えてくるということは見込み数値でも書かれていま

したが、その中で学童保育にかける予算というのは徐々に増えつつあると見て取れま

す。そうであれば、学童支援員の資質向上と処遇改善という点についてはしっかり図

っていかないと、学童保育に携われる方に求められる能力、素質みたいなものがしっ

かりしていないと、親として預ける時に、単なる預け場所というレベルではないもの

を求めているところもありますので、そういう点も考えてもらってもよいのではない

かと思います。 

 学校関係について、色々と支援さんを付けての小１グッドスタートや生活支援員の

方も付けておられるのですが、こういった方々に対する支援、資質の向上にどれくら
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い取り組まれているのかが気になっています。予算として十分計上されていて、非常

勤まで含めるとかなりの加配があるとのことですが、やはりそういった方々に、資格

を持っているからお願いしているというレベルではなく、学校教育とはなんぞや、市

の教育はどうなっているということに関してもきちんと話をして、学校に入っていた

だくということも、既にされているかもしれませんが、もっとしていただければと思

います。 

 最後に１７ページについて、「小学校１年生読書推進事業」が令和５年度に完了とな

っているのですが、これを完了するのはいかがなものかなと思います。この部分だけ

は質問になります。 

 

会 長： まず、幼稚園でのエアコン設置、それから預かり保育の件について、いかがでしょ

うか。ご担当の方でご回答いただけますでしょうか。 

 

事務局： 幼稚園のエアコン、それから預かり保育の駐車場等について、お答えが必要かどう

かわかりませんが、幼稚園のエアコンについては現在、園の遊戯室に付けております。

それから、預かり保育に使用されている部屋についても設置をしております。ですが、

それ以外の保育室には付いておりません。ですので、使い方等を工夫しながら、運用

のほうでエアコンを活用しているという状況です。今後につきましては、検討してい

くことになると思います。今、６月も非常に暑い状況でそういう声は非常に多く聞い

ています。 

 預かり保育については拡大を続けてきており、駐車場についても整備はしてきてお

ります。ただ、園内の敷地内において確保したり、敷地の広い施設であればそれを活

用しているところもあるなど、それぞれ工夫はしているのですが、改善の余地はある

と思いますので、確認していきたいと考えております。 

 

会 長： 続きまして、学童保育の支援員、学校の支援員の質向上について、何かございまし

たらご説明ください。よろしくお願いいたします。 

 

事務局： 学童保育の支援員についてご説明させていただきます。例えば２４ページをご覧い

ただきたいのですが、一番下に「障がい児対応専門研修」と記載されていますが、今

は障がい児対応とは言わずに、特別支援児という名称で言わせていただいています。

このような研修、それと事故等ございますので、ヒヤリハット研修など、いくつも研

修を行っております。そういった形で支援員の資質向上に務めておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

会 長： 学校支援員の資質向上についてよろしくお願いいたします。 

 

事務局： 生活支援員等の指導力向上については校内での研修等を実施しております。場合に

よっては教育センターで受けられることもありますが、基本的には校内での支援、指

導体制を組んでいるのが現状です。 

 また、採用の際には当然地方公務員法のことについても説明しますし、教育現場と

いうことも認識してもらってのお話をしながら面接でも確認もしており、教育委員会

でも取り組んでいるという現状です。 
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会 長： 委員、よろしいでしょうか。はい、ありがとうございます。 

 その他、何かございますでしょうか。 

 １７ページの図書館の小学校１年生の読書活動の市推薦図書設置が完了となってい

ることの理由を教えていただければと思います。 

 

事務局： 教育企画総務課が所管しておりまして、この教育企画総務課所管の事業については

今すぐの答えは持ち合わせていません。ですので、担当に尋ねてみて、次回ご回答さ

せていただきたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

 

会 長： 委員、よろしいでしょうか。その他、ご意見はございますでしょうか。 

 

副会長： 失礼します。今のご答弁を聞いていると、私がこれから質問する内容もご回答いた

だけないかもしれませんが、２点あります。 

 １２ページの「学校園庭芝生化・壁面緑化事業」についてです。令和３年度と比較

して半額ほどになっています。これは事業としては継続になっているけれど、縮小な

のか、あるいは全部整備されたのでこの金額になっているのか、この点が疑問でござ

います。継続ならば、どの程度進めていくのかをお聞かせ願えますか。 

 もう１点が１６ページについて、生涯学習課に関わる内容となります。「自然の家」

がＰＦＩ形式にて運用スタートしましたが、これは利用者からのご意見で、あくまで

も私の実体験ではないですが、これまでの少年自然の家で活用・利用ができていた内

容が４月からできにくい状況になっていると聞きました。これまで利用されていた方

からすれば残念な点かと思います。状況などが分かれば教えてください。 

 

会 長： 学校園の芝生化の予算の件と自然の家の現在の状況等教えていただければと思いま

す。 

 

事務局： おっしゃるとおりで、教育施設課の担当が参加しておりませんので、次回ご回答さ

せていただきたいと考えています。 

 自然の家については生涯学習課が担当しておりまして、その内容についてはこうい

う声が出ていた、それからこんなことがあったと次回ご回答させていただくほうが良

いかと思います。 

 

会 長： 委員、よろしいでしょうか。他にございませんでしょうか。予定されている議事は

以上になりますが、何か他にご意見などがございましたら、お願いいたします。 

 それでは円滑な議事進行にご協力をいただき、ありがとうございました。進行を事

務局へお返しいたします。 

 

事務局： 木戸会長、ありがとうございました。また、委員の皆様方には、熱心にご審議をい

ただきまして、誠にありがとうございました。 

 

７ 閉会 

 

事務局： 事務局から連絡をさせていただきます。次回の審議会ですが、現在１１月下旬の開

催を予定させていただいております。日時と場所は決まり次第ご案内させていただき
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ますのでどうぞよろしくお願いいたします。また、施設の認可等で、審議会を急遽開

催する場合もあります。その際は、わかり次第、早めにご連絡させていただきますの

で、どうぞよろしくお願いします。 

 以上、本日の予定につきましてはすべて終了いたしました。閉会にあたりまして、

子ども未来部長の野田から一言お礼を申し上げます。 

 

野田部長： 失礼します。本日は、お忙しいところ、今年度第１回の倉敷市子ども・子育て支援

審議会にご参加いただきまして、誠にありがとうございました。本日いただきました

ご意見を、くらしき子ども未来プラン後期計画の中間見直し、また実施計画２０２２

につきましては、ご意見を踏まえ、次の審議会までに関係課との意見調整、また、必

要な事務手続きを進めてまいります。 

 今後とも、子どもの健やかな成長のため、ご審議をいただきますことをお願いいた

しまして、簡単ではございますが閉会の挨拶とさせていただきます。本日は有難うご

ざいました。 

 

事務局： それでは、令和４年度第１回倉敷市子ども・子育て支援審議会を閉会いたします。

本日は、誠にありがとうございました。それではお忘れ物がないよう、お気をつけて

お帰りください。 


